
2022年度 研究成果
2022年1月

2022年3月

2022年5月

2022年7月

●卵細胞膜と透明帯間癒着の有無がその後の胚発育に及ぼす影響について

湯本啓太郎

●第二減数分裂後の第二極体の挙動とその後の胚発生との関連

志村陶子

■第63回 日本卵子学会

●通常培養器とTime-lapse搭載型培養器における培養結果及び臨床成績の比較検討

見尾保幸

●通常培養器とTime-lapse搭載型培養器における培養成績に関して

湯本啓太郎

●卵細胞膜と透明帯間癒着の有無がその後の胚発育に及ぼす影響について

杉嶋美奈子

■第40回 受精着床学会

●古典的な胚評価の有効性と限界

湯本啓太郎

■第18回 ART生涯研修シンポジウム（web発表）

湯本啓太郎
■JISARTシンポジウム（参加）

●ヒト胚における透明帯除去培養という新しい考え方

湯本啓太郎

第27回 エンブリオロジスト学会シンポジウム（web発表）

2022年8月

●ヒト胚の超急速ガラス化凍結時の糖質添加の違いと融解後の臨床成績の比較検討

湯本啓太郎
●卵細胞膜と透明帯間癒着の有無がその後の胚発育に及ぼす影響について

川本実乃里

■中国四国生殖医学会

●Artificial removal of zona pellucida at the pronuclear stage (ZP-free culture) 
decreases the incidence of aberrant division at the first cleavage

湯本啓太郎

2022年10月

■第78回　American Society for Reproductive Medicine（ASRM）
(Anaheim/アナハイム)

●通常培養器とTime-lapse搭載型培養器における培養結果及び臨床成績の比較検討

見尾保幸

●通常培養器とTime-lapse搭載型培養器における培養成績に関して

湯本啓太郎

●卵細胞膜と透明帯間癒着の有無がその後の胚発育に及ぼす影響について

川本実乃里

●採卵時の精液所見不良例に対する2回目採精の有用性

山口葉子

2022年11月

■第67回 日本生殖医学会

●オイル性状が培養環境に及ぼす影響

湯本啓太郎 

2022年12月

■扶桑薬品 ART関連webセミナー（ZOOM）

●当院における保険適用の影響とその対応

湯本啓太郎

■メルクバイオファーマ 第5回 Clinical Embryology Seminar

発行日：2023年5月 生殖医療部

■学会名　●発表演題

第63回日本卵子学会優秀演題賞を受賞して
2022年5月末、京都にて行われた第63回日本卵子学会にて口頭発表を行いました。2020年以降、コロナ禍で学会はすべてオンライン参加

だったため、約2年半ぶりの現地参加でした。久しぶりの対面形式での発表である上に、今回は優秀演題候補9題の中の1題として選出

されていることを知りました。嬉しく誇らしい気持ちになると同時に、発表する自分を想像して冷や汗をかきつつも準備段階から気を

引き締めて臨みました。

発表した演題は「第二減数分裂後の第二極体の挙動とその後の胚発育との関連」です。「第二極体」は精子侵入後に卵子側で再開する

第二減数分裂の副産物です。言い換えると、「受精した後にたまご側からポコっと出てくる小さい細胞のようなもの」です（もちろん

「第一極体」も存在しており、それは卵子が精子を迎え入れる準備が整ったという卵子成熟の証です）。この研究は、タイムラプス培養の

胚観察にて、「第二極体」がヒト発生の最初の細胞分裂である第一卵割までの間に様々な形態の変化や動きを見せることに気づき、

その後の受精卵の発育との関連を検討したものです。第二極体の「受精後に卵子側から放出される」という特徴から、タイムラプス培養が

普及する以前の断続的な観察ではその特定と動態の把握は困難でした。本研究では、顕微授精後の受精卵のタイムラプス培養撮影

データで第二極体の動きを観察し、その挙動をいくつかに分類して比較検討したところ、受精卵の発育成績と関連する可能性があるとの

結果が得られました。検討も始めたばかりでまだデータ数が十分とは言えない状況で、第1報としての学会発表ではあったのですが、

これまであまり注目されていなかった「第二極体の挙動」に着目したことを評価していただけたのか、優秀演題賞を受賞することが

できました。この受賞を今後の励みとして、データ数を増やし、発育速度との関連や第二極体の挙動のパターン分類をさらに掘り下げて

検討を進めていきたいと考えています。

ご夫婦の大切な卵子と精子をお預かりしてお世話する…私たち胚培養士にできることは限られています。それでも、受精卵が本来

持っている育つ力を最大限引き出すこと、それが胚培養士の使命だと思っています。タイムラプス培養でたまごたちが見せてくれる

さまざまな現象を見逃さず、丁寧に注意深く、日々の業務に取り組んでいきたいです。
ホームページ ：

田邉 望美生殖医療部

Hi! I  am Panagiota Tsounapi  (ツナピ　パナイオタ) and I  jo ined the Embryology lab of  the MFC Reproduct ive Unit  in  Apr i l  2022.  I  hold a  bachelor ’s  and master  degree in  B io logy  
f rom the  Depar tment  o f  B io log ica l  App l i ca t ions  and  Techno log ies ,  Un ive r s i t y  o f  Ioann ina  (Greece )  and  a  doctora l  degree  in  Med ica l  Sc ience  f rom the  Graduate  Schoo l  
o f  Med ica l  Sc iences ,  Tot to r i  Un ive r s i t y .  A f te r  my  g raduat ion ,  I  worked  as  JSPS  fo re ign  fe l low,  ass i s tant  p ro fessor  and  resea rcher  in  the  D iv i s ion  o f  Uro logy,  Facu l ty  o f  
Med ic ine ,  Tot to r i  Un ive r s i t y .  Dur ing  these  yea r s  I  had  the  chance  to  obta in  Grants - In -A id  f rom the  MEXT  and  the  JSPS  fo r  resea rch  focus ing  on  the  ma le  u rogen i ta l  
sys tem,  as  we l l  a s  resea rch  g rants  f rom pharmaceut ica l  compan ies .  I  have  pub l i shed  severa l  papers  in  peer - rev iew Journa l s  and  presented  my  resea rch  in  congresses  
in  Japan and abroad and have received several  awards .  Thanks to the long f r iendship between Dr  Mio and Professor  Sofikit is ,  I  had the chance to be introduced to the MFC 
and  obse r ve  t he  embryo logy  l ab  wo r k  i n  weekends  du r i ng  my  fi r s t  y ea r s  i n  Yonago .  I  c on s i de r  myse l f  v e r y  l u c k y  t o  have  had  t he  chance  t o  s ee  t he  e x ce l l ence  o f  
the  work  done  here  and  the  h igh  sk i l l s  o f  the  members .  I t  was  my  fi r s t  t ime  to  be  exposed  to  the  magn ificent  wor ld  o f  a s s i s ted  reproduct ion ,  observe  in  v i t ro  fe r t i l i za t ion  
o f  human oocytes  and  i t  was  amaz ing !  I  had  the  chance  to  exper ience  Dr  Mio ’ s  warm hosp i ta l i t y ,  and  f rom a l l  the  members  o f  h i s  c l in i c .  I  a l so  had  the  p r i v i l ege  to  de l i ve r  
both  my  ch i ld ren  in  MFC .  I  rea l l y  want  to  do  my  bes t  and  become a  va luab le  member  o f  the  MFC .  みなさん宜しくお願いします！

20 2 2年4月に入職しました田邉望美です。鳥取県米子市出身で、鳥取大学医学部保健学科検査技術科学専攻を卒業しました。高校卒業までは水泳、

大学ではボート競技・ラフティングに打ち込み、在学中に日本代表としてオーストラリアの川をラフティングで下った経験もあります。

入職し1年が経ちましたが、業務の中では生命の誕生という神秘に感動する半面、その責任の重さを痛感し毎日を身の引き締まる思いで過ごしています。

見尾院長をはじめ、偉大な先輩方のもとでしっかり学びながら技術を身につけ、ご夫婦に寄り添うことのできる胚培養士になれるよう励んでいきたいと

思います。よろしくお願いします！

生殖医療部 Panagiota Tsounapi(ツナピ　パナイオタ)

医療法人 社団　ミオ・ファティリティ・クリニック 
生殖医療部　2022年度情報紙

Assisted Reproductive Technology specialists

●採卵時の精液所見不良例に対する2回目採精の有用性

山口葉子

↑上記の演題は『日本卵子学会優秀演題賞』受賞↑

□生殖医療ポケットマニュアル2021(胚凍結保存と凍結融解胚移植)
黄体補充　見尾保幸
胚移植　見尾保幸
胚凍結保存と凍結融解胚移植　湯本啓太郎,見尾保幸
胚培養・胚発育の評価　杉嶋美奈子,見尾保幸

□最新の不妊症診療がわかる！  生殖補助医療を中心とした新たな治療体系
タイムラプスによる胚評価法―その臨床的意義
湯本啓太郎,見尾保幸

□生殖医療フロントラインMOOK2  受精とその障害
シネマトグラフィからとらえた受精
湯本啓太郎,見尾保幸

執筆

生殖医療部 志村 陶子

IVF NEWS


